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Cherenkov Telescope Array 計画は、大中小の三種類の大気チェレンコフ望遠鏡を半径 10 km2に配置する事で、
現在稼働中の大気チェレンコフ望遠鏡の 10倍の感度で 20GeVから 100TeVの広帯域を観測する国際共同計画で
ある。口径の大きさによって観測するエネルギー帯域が異なり、我々日本グループが中心となって開発している大
口径望遠鏡は低エネルギー帯域を観測する。チェレンコフ光は、ガンマ線のエネルギーが小さくなるにしたがっ
て、光子密度が小さくなるため、大口径望遠鏡には特に高い感度が要求されている。我々は、大口径望遠鏡の高
い感度を実現するために、光検出器として採用されている光電子増倍管 (Photomultiplier Tube,PMT)の全数試
験を行った。全数試験では、動作試験をはじめ、電荷分解能を決定する超過雑音指数、望遠鏡のエネルギー閾値
の決定に影響を与えるアフターパルス、時間特性といった PMTの諸特性を試験した。そして試験結果をデータ
ベース化した。今後は、このデータベースを元に PMTに配置を決定していく。本講演では、全数試験の試験系、
諸特性の測定方法、試験結果について報告する。


